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熊本ビルディング協会主催「ＪＲ大分駅ビルと周辺視察」 
 
 
 
１．日     時：平成２７年１０月２０日（火）１１：３０～１７：３５ 
 

２．場    所：大分市および別府市 

 

３．参加者数 ：１１名 

 

４．主   催：熊本ビルディング協会    協  力：熊本商工会議所 

 

５．内  容： 
 

【説明会およびＪＲおおいたシティ内の視察 １１：３０～１２：３０】 

(株)ＪＲ大分シティの取締役兼総務企画部・設備部担当の工藤真治氏より、大分駅開発等の経緯と概

要について説明がなされた。その後、施設内を視察。 
  
 
  平成１２年に大分市の人口が、その当時約４８万人だったのが、

現在では約４０万人と大幅に減少。その背景として、大規模ニュ

ータウンが造成されていた郊外に「トキハわさだタウン」、「パ

ークプレイス大分」等の大型店の出店が相次ぎ、客足を奪われた

ことにより、駅周辺にあった「大分サティ」や「大分パルコ」が

相次いで撤退。都市としての魅力が薄れたことが要因と考えられ

る。そこで、新たな魅力と賑わいのあるまちづくりに向けて、コ

ンパクトシティを目指し、①大分市中心市街地活性化事業、②大

分駅付近連続立体交差事業、③大分駅南土地区画整理事業、④大

分都心南北軸整備事業といった４つの事業のもと、南北のまちを

分断していた鉄道を高架化するとともに、ＪＲ大分駅南側を中心とした大規模な都市整備を展開。今

年４月にＪＲおおいたシティが開業した。 

ＪＲおおいたシティには、１日あたり平日４～５万人、土・日

においては、７～８万人の来客があった。東九州自動車道でつ

ながった宮崎県、福岡・北九州からの県外客が多く、１か月間で

大分市人口の７倍となる３２０万人近く、４か月では１，００

０万人以上の集客を達成した。 

 大分の玄関口は、シンボリックなタワーとして「ランドマー

ク性」を意識したデザイン。ＪＲ九州前社長の唐池恒二氏のス

ケッチをもとに、デザイナーの水戸岡鋭治がデザインしたもの

で、大分に南蛮文化を伝えた宣教師フランシスコ・ザビエルの

居城などをイメージしてアーチの形状を施し、素材にはレンガ

を用いた、西欧風のデザインとなっている。 



 2

   

 ＪＲおおいたシティ内には、ホテルや専門店街、映画館などが入っており、１９～２１階には全国

でも珍しい天然温泉を使った高層温浴施設「シティスパてんくう」がある。露天風呂も完備されてお

り、大分市内を一望できる。８階部分には４，５００㎡と九州最大の広さを誇る屋上庭園「シティ屋

上ひろば」が設けられている。 

 

 
   

 

 

                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   屋上庭園の滝や池が神聖な雰囲気を生みだす「鉄道神社」は、豊後一ノ宮である柞原八幡宮の御

分霊を受けて造られており、運気を高め旅の安全を祈願できる。鉄道神社につながる表参道の仲見

世では多くの出店が並び、縁日のような賑わいを感じることができ、今年６月には、にぎわいづく

りと経営分析の手法を実地に学んでもらうために、大分大学の学生が店舗経営に取り組む授業内イ

ンターンシップを実施。また、屋上庭園のシンボルとして設置している「ぶんぶん堂」は、内部の

らせん階段で上り下りですれ違わない構造になっている。その他、ミニトレインや滑り台、ブラン

コ、三輪車、仕掛け噴水など、家族連れで楽しめるぶんぶ

ん広場が整備されている。 

 当初は、ＪＲ大分駅の一人勝ちではないかといった声も

聞かれたが、２２３億円の経済効果を生み出した現在では、

そのような声はあまり聞かれなくなった。ＪＲ大分として

は、高まった街なかの集客力を維持するため、おおいたシ

ティと商店街がバーゲンセールを同時期に開催するなど

の連携も行うことで、にぎわいづくりの一翼を担うことを

考えている。県都の新たなランドマークとして、街なか全

体の活性化に向け、販促や集客、伝統行事など幅広い面で

地域との連携をさらに進めていく予定。 

＜ホテル「ブラッサム大分」内での視察様子＞ 

ぶんぶん堂 仲見世 

ホテル施設内 映画館・ホテル・温浴施設が入ったビル 

鉄道神社 

＜屋上庭園の視察様子＞ 
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 【大分駅周辺の視察 １４：００～１６：００】 
 

 大分駅近くに立地し、本館だけで４２,５６４m²の売場面積を有している百貨店「トキハ」を視

察。その後、中心商店街内アーケードを通り、大分市中央町にある集合住宅をテナントビルにリノベ

ーションしてリニューアルされた「ＷＡＺＡＷＡＺＡビル」を視察。屋上にはフリーのイベントスペ

ース等も配備されている。続いて、平成２２年に撤退した中心商店街内の大分サティの跡地に、地元

不動産企業が出資した商業施設「セントポルタビル」を視察。大分サティは８階建て・店舗面積１万

２,８００平方メートルだったが、セントポルタビルは、２階建て２,６０７平方メートルへと減築し、

大幅に規模を縮小した。ビル内には、トキハの関連会社であるトキハインダストリーが展開している

総合スーパー「トキハインダストリー若草公園店」に加え、２４時間の民間保育施設、歯科医院、学

習塾などが入居。屋上が駐車場で、地下には駐輪場が整備されていた。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

セントポルタビル 百貨店「トキハ」 

WAZAWAZA ビル 

減築前（大分サティ） 減築後（セントポルタビル） 
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 大分県立美術館「ＯＰＡＭ」を視察。大分市の中心に大分のユ

ニークな文化風土にちなんだ「出会いと五感のミュージアム」とし

て今年４月にオープン。敷地面積１３,５９５㎡の広大な空間に構

えられる、竹工芸をイメージしたという外壁のデザインが印象的な

3階建ての建物。大分県の中心に位置するこの新たな美術館の設計

は、平成２６年に建築界のノーベル賞とも呼ばれるプリツカー賞を

受賞した坂茂氏(ばん しげる)が手がけている。建物を覆う一面の

ガラスには、単に開放感を生み出すためだけでなく、今まで、美術好

きのためのスペースであった美術館を、外に向けて開放する意味合い

が込められている。美術館では年４回程度の企画展に加え、大分が誇

る約５，０００点の所蔵作品をもとにしたコレクション展、そのほか

ワークショップやレクチャー等を開催。さらにはミュージアムショッ

プ、カフェも常設されるなど、誰もが気軽に立ち寄れる工夫が凝らさ

れている。 

 

 【別府市の視察 １６：２５～１６：４５】 
  

 別府市の別府駅北高架商店街を視察。当商店街は、全１３店舗中９店舗が空き店舗という「シャッ

ター通り」だったのが、２年半で空き店舗ゼロになり、にぎわいを取り戻しつつある築４７年の古い

小さな商店街。 

平成２３年４月に商店街入り口にオープンしたカフェが、店内に作家の芸術作品を展示したり、夜

などは別の人に店を貸してカフェバーにするなどして、人の集まる場づくりを始めた。また、地元出

身の日名子英明氏が同年８月にブック＆レコードショップを開店したことが、変化のきっかけ。毎週

土曜日に商店街の通路でフリーマーケット「Slowly Market」をスタート。これまで足を運ばなかった

客も引きつけるようになり、自分の店舗を開店する出店者も出てきた。 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 【大分南側街区ホルトホール大分の視察 １７：２０～１７：３５】 
  

ホルトホール大分は、大分駅周辺総合整備事業の一環とし

て大分駅南地区の中核的施設として、駅周辺のにぎわいを創

出し、市民が集い、憩え、末永く愛される施設として、平成

２５年７月にオープンした複合文化交流施設。大分駅の南口

駅前広場直近に位置し、施設正面は幅員１００メートルのシ

ンボルロードに接している。施設内には、市民ホール、図書

館、福祉保健センター、子育て交流センター、トレーニング

ルーム、保育所、カフェレストラン、屋上公園等が整備され

ている。 

別府駅北高架商店街 


